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次回の卓話の時間は、 
    

年次総会 

  オープン例会に向けての全体会議 

 

 

       

 

 

 

 

例会日   月曜日 12:30～１３：３０ 

例会場   リーガロイヤルホテル小倉 

事務所   小倉北区堺町1-2-16-3F 

ＴＥＬ    ０９３－５３１－４０１５ 

ＦＡＸ    ０９３－５３１－１０２２ 
   

 会長の時間（１１月１７日  １３９４回 例会記録）    松田会長       
 

出席報告  １１月１７日 

 

 

在籍会員数 ４３名 

義務出席者 ４０名 

ゲスト     ２名 

ビジター          ３名 

本日出席数   ３４名 

本日出席率  85.00% 

前々回修正出席率  97.67％ 

 

２０２５～２０２６年度 

小倉中央ロータリークラブ週報 

第１３９５回  本日の例会            １２月 １日(月) 
 

本日の卓話   日本銀行 北九州支店  支店長  森下 浩文 氏 

 

 

 

みなさま こんにちは 

13回目会長の時間です。今日もよろしくお願いいたします。 

復習にはなりますが１１月は特別月間として R Iが『ロータリー財団月間』と定めてい

ます。 

ロータリーはクラブと国際ロータリーとロータリー財団のこの 3つの柱で支えられ、こ

れらが一体となって世界中での永続的な変化を生み出し奉仕活動を行っています。 

国際ロータリーの使命は『私たちは他者に奉仕し、高潔性を推進し、事業と専門職

務および地域社会のリーダーの間の親睦を通じて世界理解、親善、平和を推進する』

ことです。 

一方、ロータリー財団の使命は『ロータリアンが、人々の健康状態を改善し、教育へ

の支援を高め、貧困を救済することを通じて、世界理解、親善、平和を達成できるよう

にする』ことです。 

つまり国際ロータリーは推進してすることが使命であり、ロータリー財団は達成でき

るようにすることが使命なのです。少しわかりづらいですが、ロータリー財団はロータリ

ーの使命を達成するための手段として存在しているわけです。 

ロータリー会員は、この国際ロータリーに現在８２ドル人頭分担金を負担する事によ

ってロータリーを支え、寄付を通じてロータリー財団を支援しています。 

ちなみにこの国際ロータリーへの人頭分担金は来年度からは８５ドル５０セントに増

額されます。日本でロータリー財団に寄付をする場合、公益財団法人ロータリー日本

財団を通じて寄付をしますと、日本の税制上の優遇措置を受けることができます。 

寄付の種類としては、 

①年次基金 この寄付は選択した分野 例えば水と衛生、母子の健康など７つの活 

動資金として活用されます。 

②恒久基金 この寄付は再投資され、元本が支出されることなく、収益の一部が活

動資金となります。 

③ポリオプラス ポリオ根絶に活動を支援するための寄付です。 

④ロータリー災害救援基金 ロータリー会員による災害支援活動に役立てられてい 

ます。 

⑤グローバル補助金への寄付 

⑥遺贈寄付 遺産計画で遺産の一部を、公益財団法人ロータリー日本財団を受取 

人として指定することができます。寄付は恒久基金として運用され、収益の一部 

がロータリーの活動を支えています。 

これとは別にみなさまお馴染みの日本特有の米山記念奨学事業としての寄付もご

ざいます。 

何かの折に心の琴線に触れることがございましたら、この素晴らしい寄付のラインナ

ップを思い出していただければと存じます。 

またまた財団の少し硬い話になり恐縮です。 

今日は以上です。お聞きくださりありがとうございました。 

 

 

 

 

 １２月のお誕生日

     ４日  熊野 康雄会員 

      ９日   松田 直子会員 

    １０日   森本 浩文会員 

    ２４日  樋上 弥寿子会員 

    ２８日  野村 真宰樹会員 

 

      今月の主な予定

１日(月)  定例理事会 

６日(土)   IA 第 2 ｴﾘｱ合同例会 

１７日(水)  二水会＆忘年会 

 

 

 

           

四つのテスト  ～ 言行はこれに照らしてから ～ 

    １．真実かどうか    ２．みんなに公平か    ３．好意と友情を深めるか    ４．みんなのためになるかどうか 

よいことの 

ために 

手を取り合おう 
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・今年度の IM（1/24）と地区大会（3/6～3/8）の案内を BOX 

に入れています。ご参加いただきますようお願い致します。 

・次週 11月２４日(月)は、祝日のため休会です。 

 次回例会は、１２月１日(月)です。 

 

 

 

門司西ロータリークラブ 

  ＩＭ実行委員 林 寛之様   幹事 高藤元太郎様 

 

  ２０２６年１月２４日(土) プレミアホテル門司港にて 

  第２グループのインターシティミーティング（ＩＭ）を開催いたしま

す。皆様のご参加を心よりお待ちしております。 

  どうぞよろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自社株の「税務上の評価」は、近い将来の基準見直しで上がりやす

くなり、後継者が負担する贈与税・相続税が増える可能性があります。

2024年 11月、会計検査院は、①類似業種比準価額方式（自

社の売上・利益などを業界平均でならして算定）は低めに出やすい、

②配当から逆算する利回りが古いまま――と指摘し、国税庁に制度の

在り方の検討を促しました。改正が入れば「自社株の評価額」が上振

れする、というのが大きな流れです。 

  

本卓話では、次の三点をできるだけ簡単に整理します。第一に、価

格の決め方の全体像――稼ぐ力（比準）、持ち物の価値（純資

産）、配当水準（配当還元）の三つの“物差し”と、その使い分け。

比準は収益力を反映する一方、資産が厚い会社では相対的に低く 

なりがち、純資産は手持ち資産を的確に映すが将来の稼ぐ力を織り込 

みにくい、配当還元は少数株向けで配当が少ないと安く出る、という長

所短所も併せて説明します。 

第二に、今回の指摘の背景と論点――比準が相対的に低く出が 

ちであること、還元利回りの据え置きが金利環境や市場実勢と合って

いないこと。仮に基準が見直されれば、評価の“下駄”が一段高くなる 

イメージを具体例で確認します。 

第三に、最低限やっておくこと――現行評価方法での評価額の再

確認、承継スケジュールと後継者像の明確化、税制改正情報の継続

フォローです。 

  

まだ法令改正は未確定ですが、「見直し予告」のサインが点灯して 

いる今こそ、影響度の見取り図を持つことが肝要です。影響は業績が

堅調で内部留保や不動産を多く抱える会社ほど出やすく、役員報酬

の設定や一時的な利益変動でも評価は揺れます。どの物差しが適用

されるかは、株主構成、持株割合、同族色の強さなどによっても変わる

点に留意が必要です。承継の先送りは得策とはなりませんが、逆に拙

速な移転にもリスクがあります。今後承継を控える中小企業経営者に

とって、今考えるべきこと、行動すべきことを整理します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 門司西 RC林様・高藤様―本日は、どうぞよろしくお願い致します。 

 小倉南 RC高雄様―小倉南 RC の高尾です。メークアップのため 

本日は出席しました。本日は、よろしくお願いします。 

 松田・溝尻・田村会員―佐々木 大様 ようこそ小倉中央 RC へ。 

本日の卓話よろしくお願いします。 

門司西 RC高藤さん、林さん、小倉南 RC の高尾さん、 

本日の例会、楽しんでください。よろしくお願いします。 

 田村会員―高藤さん！こんな場所でお会いできてうれしいです‼ 

         風邪をひいてしまい、マスク姿にて、また声がお聞き苦 

しいかと思いますがよろしくお願い致します。 

もちろん、コロナ・インフル陰性です！。 

幹事報告                        溝尻幹事 

 

卓話の時間                       

 「中小企業の自社株評価が変わる？ 

―事業承継のために知っておくべきこと」 

 ㈱佐々木総研   代表取締役  佐々木 大 氏 ニコニコ献金報告                         

                  累計  ２４１，５００円 
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 野口会員―佐々木社長様、本日は快く卓話をお引き受けいただ 

きありがとうございます。楽しみにしています。 

よろしくお願い致します。 

 古川会員―林様、高藤様、ＩＭのＰＲ ご苦労様です。 

 狩野会員―門司西ＲＣの皆様、小倉中央ＲＣの例会へようこそ。 

         先日は卓話訪問では、お世話になりました。 

 友田会員―先日は、小文字山登山＆ＢＢＱにご参加いただきあ 

りがとうございます。素晴らしい天気にも恵まれ、とても楽 

しい一日となりました。私の息子も初登山でよい経験を 

させて頂きました。ありがとうございます。 

羽地会員―友田委員長、１５日(土)小文字山登山＆バーベキュ 

ー、楽しい企画でした。委員会の皆さん、お疲れ様でし 

た。 

合計  １７，０００円 

 

祝お誕生日祝いー長山洋子会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昨年度、天候不良により延期になっておりました『小文字山登山＆BBQ』を１１月１５日（土）、開催いたしました。 

お天気にも恵まれ、たくさんの方に参加いただき、楽しい一日となりました。米山奨学生のウさんや子供たちは元気 

に登っていきました。小文字山から見下ろす景色は絶景で、心地よい達成感でした。皆様、お疲れ様でした。 


